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ＰＥＧ・在宅医療学会 

胃瘻取扱者・取扱施設資格認定制度規則 
  

第1章 総則 
（目的）  

第1条  ＰＥＧ・在宅医療学会（以下本会）は、胃瘻に関する医療の安全性を確保し、その健全な発展・

普及を推進するため、胃瘻に関する一定以上の経験と十分な知識を有する医療従事者・医療施設を

育成し、広く知らしめることで国民の福祉に貢献することを目的として胃瘻取扱者・取扱施設資格

認定制度（以下本制度）を設ける。  

 

（認定制度の資格対象）  

第2条   本制度の資格対象を個人と施設とする。  

 

（認定制度委員会）                       

第3条   本制度規則作成および運営のために胃瘻取扱者・取扱施設資格認定制度委員会（以下本委員会）

を設ける。  

 

  

第２章 認定制度委員会 
（認定制度委員会の構成）  

第4条   本委員会は認定制度委員長（以下本委員長）と数名の認定制度委員（以下本委員）で構成される。  

2. 本委員長は本会の理事から選任され、委員は理事・代議員・学術評議員および若干の有識者から

委員長が指名する。 

3. 本委員会の中に次の２つの小委員会を設ける。  

     1) 資格条件検討委員会  

     2) 資格審査委員会  

  4.  本委員会は小委員会を統括運営する。 

 

（認定制度委員長および委員の委嘱）  

第5条   本委員長および本委員は理事会で承認の上、理事長が委嘱する。  

 

（認定制度委員長の職務）  

第6条   本委員長は本委員会の議長を務め、本委員会を管掌し、本制度の円滑な運営を図り、本委員会を 

年１回以上召集する。  

2.  本委員長は、本委員の3分の1以上が会議の目的とする事項を提示し請求した場合は、直ちに臨時 

委員会を召集する。  

3.  本委員長は委員会の審議結果を理事会に報告し承認を得る。  

 

（認定制度委員会の成立）  

第7条  本委員会は本委員の2分の1以上の出席をもって成立とする。但し、委任状をもって予め意思表 

示した者は出席とみなす。  

 

（議決の方法）  

第8条  本委員会の議事は出席者2分の1以上の同意をもって議決し、可否同数の場合は本委員長が議決す

るものとする。  

 

（任期）  

第9条   本委員会の委員長および委員の任期は3年とし、再任を妨げない。  

  2. 本委員会の委員長および委員は、任期満了といえども後任者が就任するまではその職務を行う   

   ものとする。 
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（欠員の補充）  

第10条   本委員会の委員長の職務ができない事由が生じた時は、理事長が代行を指名する。 

後任者の任期は前任者の残任期間とする。  

 

第３章 小委員会 
 

（小委員会の構成およびその業務）  

第11条  第4条3項に定める小委員会は、委員長と若干名の委員で構成される。  

2.  資格条件検討委員会は胃瘻取扱者・取扱施設の認定者および認定施設としての資格条件を 

検討するための委員会である。  

3.  資格審査委員会は資格申請および更新を審査する委員会である。 

 

（小委員会委員長および委員の選任および委嘱）  

第12条  小委員会の委員長は本委員会の委員の中から本委員長が指名し、小委員会委員は小委員会の委員 

長が指名し、本委員長が委嘱する。 

 

（小委員会委員長の職務）  

第13条    小委員会委員長は小委員会を管掌し、本制度の円滑な運営を図り、小委員会を年１回以上召集 

する。  

2.   委員の3分の1以上が会議の目的とする事項を提示し請求した場合は、速やかに臨時小委員会を

召集する。  

3.   小委員会の決定事項を本委員会に報告する。  

 

（小委員会の成立）  

第14条   小委員会は委員の2分の1以上の出席をもって成立する。但し、委任状をもって予め意思表示し

た者は出席とみなす。  

 

（議決の方法）  

第15条   小委員会の議事は出席者2分の1以上の同意をもって議決し、可否同数の場合は小委員会の委員

長が議決するものとする。  

 

（任期）  

第16条    小委員会の委員長および委員の任期は3年とし、再任を妨げない。  

2.   小委員会の委員長および委員は、任期満了といえども後任者が就任するまではその職務を行う

ものとする。  

 

（欠員の補充）  

第17条    小委員会の委員長の職務ができない事由が生じた時は、本委員長が代行を指名する。 

後任者の任期は前任者の残任期間とする。  

 

  

第４章 個人資格、施設資格の申請、更新、交付および喪失 
 

（個人資格の種類）  

第18条  個人資格は胃瘻造設者、胃瘻管理者、胃瘻教育者の3種類に分類され、このうち胃瘻造設者、 

胃瘻管理者は認定資格と専門資格を設ける。 

2.   胃瘻造設者は初期造設およびカテーテル交換を行う医師とする。 

3.   胃瘻管理者は造設された胃瘻を管理する医師または看護師とする。 

4.   胃瘻教育者は胃瘻教育を行うに十分な知識と経験をもつものとする。 

   5.   それぞれの資格条件は資格条件検討委員会で検討し、施行細則を別途定める。 

 

（施設資格の種類）  
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第19条    施設資格は造設施設および管理施設に分類され、そのそれぞれに認定資格と専門資格を設け 

る。 

2．   それぞれの資格条件は資格条件検討委員会で検討し、施行細則を別途定める。 

 

 

（個人資格、施設資格の申請）  

第20条    個人資格および施設資格を申請する者は、資格申請書類を資格審査委員会に提出する。   

                                 

（申請の方法) 

第21条    個人資格申請には以下の書類をすべて揃えなくてはならない。 

（１）認定申請書（書式Ⅰ） 

（２）医師・看護師免許証の写し（胃瘻教育者は除く） 

（３）オンライン教育セミナー/資格試験受講証の写し 

（４）経験症例数証明書（書式Ⅱ、ただし胃瘻教育者は除く） 

1)症例数または症例数のスコア（Ⅱ-3） 

2)代表症例10例のケースカード（Ⅱ-1または2） 

書式Ⅱ-3～5にはそれぞれ施設長または所属上長の証明が必要である。 

（５）業績目録（書式Ⅲ-1、ただし胃瘻教育者資格は資格認定条件細則第2条3項に規定する業績(書 

式Ⅲ-2)とする） 

学会や研究会の参加証、発表や講演を行った日時、名称、発表・講演の内容が載っているペー

ジの写し、論文が掲載された雑誌などの表紙および論文の最初のページと最終ページの写しを

添付する。 

 
第22条  施設資格申請には以下の書類をすべて揃えなくてはならない。 

   （１）認定申請書（書式Ⅳ） 

   （２）1.認定造設施設 :1名以上の認定造設医師(非常勤可)の認定証コピー  

      2.認定管理施設：1名以上の認定管理医師(非常勤可)と１名以上の認定管理士の認定証コピー 

      3.専門造設施設：1名以上の専門造設医師(非常勤可)の認定証コピー 

      4.専門管理施設：1名以上の専門管理医師(非常勤可)と1名以上の専門管理士の認定証コピー 

 

第５章 認定、登録、資格喪失 
 

（認定審査） 

第23条   認定審査は以下のごとくとする。 

   １）審査料：１資格につき5000円  

２）申請の時期：毎年1月4日から4月末日到着分。 

３）認定審査の時期：5月1日から8月末日までの間に資格審査委員会で審査し、理事会で承認を得る。 

４）認定結果：10月15日までに申請者に通知する。 

 

（登録） 

第24条   登録は以下のごとく行う。 

   １）登録料：１資格につき5000円 

２）登録料の支払いが確認できた時点で登録原簿への記入、認定証の発行を行う。 

３）登録は1月末日までに完了することとし、期限を過ぎた場合には当該認定を無効とする。 

 

（個人資格、施設資格認定証の交付）  

第25条   個人資格および施設資格認定証は本会が理事長名で交付する。  

 

 

（個人資格、施設資格認定証の有効期限） 

第26条   個人資格および施設資格認定証の有効期限は5年間とする。  

 

（個人資格、施設資格の喪失）  
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第27条   個人資格および施設資格は、次の事由によりその資格を喪失する。  

1.   本会の会員としての資格を喪失したとき。  

2.   申請書に虚偽の記載が判明したとき。  

3.   正当な理由を付して、資格を辞退したとき。  

4.   個人資格および施設資格の更新をしなかったとき。  

   5.   施設資格条件が満たされなくなったとき。 

 

（個人資格、施設資格の取消）  

第28条   個人資格および施設資格が不適当と認められた者に対しては、本委員会の議を経て理事長は 

何時にてもそれを取り消すことができる。  

 

（個人資格、施設資格認定証の返却）  

第29条   個人資格および施設資格を辞退もしくは取り消された者は、本会に資格認定証を直ちに返却 

しなければならない。  

  

 

第６章 資格更新 

 
（個人資格、施設資格の更新）  

第30条    個人資格および施設資格を更新する者は、資格更新申請書類を資格審査委員会に提出する。 

   2.   資格更新条件はその詳細を資格条件細則内に定める。 

 

 

第７章 教育 
 

（教育制度の構築） 

第31条    胃瘻に関する教育制度を構築する。 

   2.   その詳細は別途定める。 

 

 

第８章 その他 

 

（会計） 

第32条   資格認定制度にかかる申請料・登録料・更新料等の納入は専用のゆうちょ銀行振替口座（PEG・

在宅医療学会資格認定制度）を通じて行い、年度末締めにより学会収支へ統合し監査を受けるも

のとする。 

2.  本口座の管理代表は事務局長がつとめる。 

 

（本認定制度規則の変更）  

第33条   本認定制度規則の変更は本委員会の議を経て理事会の承認を受けなくてはならない。  

 

（本認定制度規則の施行）  

第34条   本認定制度規則は平成29年8月1日から施行する。 

平成20年9月20日 制定 

平成21年9月26日 一部改訂 

平成22年9月10日 一部改訂 

平成23年9月 9日  一部改訂 

平成24年9月14日 一部改訂 

平成29年9月22日 一部改訂 


